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視力ファースト・キャンペーンII

Photo Caption: 2005年の香港国際大会で、テーサップ・リー博士は銅鑼を鳴らすことで視力ファースト・キャンペーンIIを正式に開始しました。集まった資金は今も世界中の視力障害者を支援し続けています。
1990年代初めにライオンズはUS$1億4,000万余りの資金を集め、視力ファースト・プログラムを通じて予防可能な失明を根絶するために役立てました。

この大規模な資金獲得キャンペーンの結果、ライオンズはその後10年にわたり関連の交付金と事業、特に白内障手術その他の眼科医療によって数百万人の視力を救う手助けをしました。しかし、2002年になっても残された仕事は多く、ライオンズクラブ国際財団は資金が永遠には続かないと知っていました。

広範囲に及び、人生を変えるこのプログラムの成功を積み上げていくにはどうすればよいか、ライオンズは自問しました。答えは2回目のキャンペーンによってさらなる資金を集めることで、目標は少なくともUS$1億5,000万、拡大目標はUS$2億とされました。

「人々は私たちの正気を疑ったことでしょう」と、J. フランク・ムーアIII世元国際会長は述べています。

2005年に香港で行われたライオンズクラブ国際大会で、キャンペーン委員長のテーサップ・リー博士は銅鑼を鳴らすことで視力ファースト・キャンペーンIIの幕開けを告げました。アジアでは昔から、銅鑼を鳴らす度に一つの魂の苦しみが和らぐと言われていますが、ライオンズの願いは予防可能な失明から数百万人を救うことでした。
初回の視力ファースト・キャンペーンの目的には、中南米で河川失明症を根絶し、アフリカではその拡大を食い止めることが含まれていました。2回目のキャンペーンでは新たな目的が加えられ、その資金とプログラムは財源の確保が難しい発展途上国だけでなく、あらゆる国々に影響を及ぼしている糖尿病、緑内障、小児失明など、視力に対する新たな脅威への対応にも向けられることになりました。資金の用途にはさらに、研修、視力検査、眼鏡、眼科診療所、研究や、回復の見込みのない視覚障害者を支援するプログラムも含まれていました。
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30件のリードギフトによって、視力ファースト・キャンペーンIIは走り出しました。世界の至る所で、ライオンズは無数の時間を捧げて資金獲得と認識向上に取り組みました。ドイツのライオンズはワインを売り、エクアドルのキト・エキノシアル・ライオンズクラブは自動車のくじ引きを行い、イリノイ州ウォーターマンのライオンズは町で5キロマラソンを催しました。

会員たちは資金集めに時間と労力を注いだだけではありません。キャンペーンに対して個人的な献金も行い、特に日本と韓国のライオンズがそうでした。ライオンズは1年のうちにUS$6,000万を獲得し、キャンペーンが2008年に幕を閉じた時には、拡大目標を上回るUS$2億500万ドルが集まっていました。

視力ファーストIIの資金は幅広く、質が高く、持続可能な事業に世界中で資金を提供しています。122地区（チェコ共和国）のライオンズはUS$133,000の交付金を受けて、プラハのライオンズ眼科教育センターの研修コースを支援しました。ブラジルでは、US$130,000の交付金が糖尿病に伴う眼病の検査と治療の拡大に役立てられています。研修や設備提供といった持続可能な奉仕モデルも、キャンペーンで得られた資金の供給先として引き続き重視されています。
プログラムの範囲が拡大されたことで、視力ファーストはあらゆる国々のライオンズにとってより有意義かつ利用しやすいものになっています。

ライオンズが視力ファーストのような事業に全力で取り組む時、成し遂げられることに限界はありません。「ニーズが明らかで理由があるなら、ライオンズは必ず応えてくれます」と、ムーア元国際会長は語ります。「彼らは私たちの偉業とそのインパクトを完全に理解しているのです。」
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